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研究成果の概要（和文）：　研究計画で，３つの研究を約束した。第１は，レピュテーションの理論研究の一段の推進
，第２は，若手研究者との実証研究の推進，第３は，海外への情報発信である。第１については，コーポレート・ガバ
ナンス，レピュテーション・マネジメント，管理会計からみたレピュテーション，ソーシャルメディア，財務業績への
影響という面から，論文だけでなく２回の学会で発表した。第２について，授業期間中は毎週「管理会計研究会」で若
手を鍛え・鍛えられたとともに，海外への発信を予定通り実施した。第３は，科研費が未確定であった2012年度を除き
，2013年と2014年に若手研究者とともに海外で発表した。

研究成果の概要（英文）：　In my Research Program, I committed three researches. The first is to promote 
further theoretical research. The second is to work with young researchers to stimulate their further 
researches. The third is to publish and present my outcome including papers and presentation to other 
countries.
 First, I published such reputation-related papers as corporete governance, reputation management, social 
medea etc.and present my papers at Japan Intellectual Capital Management Association and Japan Accounting 
Association. Second, I attended "Management Accounting Research Study" held every week at Senshu 
University. I also presente our paper with young Professor and Assistant Professor. Third, I presented 
our papers twice: One is the presentation presented at the 2013 annual meeting of Reputation Institute 
held in Milan. Another is my presentation at American Accounting Association held in Atlanta in 2014.
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１．研究開始当初の背景：  
(1) 2001 年，コーポレート・レピュテーシ
ョンの研究に初めて取り掛かった時には，日
本における本格的なレピュテーションの研
究はほとんどないに等しかった。 
 具体的には，1990 年代になって初めて雑
誌『ブレーン』(1997年)でレピュテーション
の特集が組まれ，5 本の論文が掲載された。
しかし，次の特集(1998年)では，レピュテー
ションは“風評”，“風説”といった面が強調
され，世界標準との乖離が明白であった。
2004 年になって初めて，越智の論文で，世
界的なレベルでの記述がみられるようにな
った。以上は，櫻井通晴『コーポレート・レ
ピュテーション』(中央経済社，2005 年，
pp.16-17)を参照されたい。 
(2) 2011 年までに，櫻井は数多くの論文を
含む研究成果を発表した。それには多数の論
文の他，３冊の著書が含まれる。その結果，
ようやく日本での研究の蓄積ができてきた。 
 具体的には，著書，櫻井通晴『レピュテー
ション・マネジメント』(中央経済社, 2008
年)と櫻井通晴『コーポレート・レピュテー
ションの測定と管理』(同文舘, 2011 年)で
欧米の理論にキャッチアップできたと思う。 
(3) 以上から，本研究では，それまでは手薄
であった次の３つのテーマに取り組んだ。そ
れは，①幅広い理論研究の推進，②若手研究
者の育成と実証研究の推進，③国内と海外へ
の情報発信を意図した研究，を行うことにし
たのである。 
 
２．研究の目的： 本研究の目的は，日本型
の企業価値観に基づいたレピュテーショ
ン・マネジメントの提案を行うことにある。
その目的達成のために取り組んだ課題とそ
の成果は，次のとおりである。 
(1)  コーポレート・レピュテーションが及ぼ
す財務業績への影響 
コーポレート・レピュテーションが財務業
績にいかなる影響を及ぼすかを明らかにし
た。その方法は，因子分析と共分散構造分析
を用いた。実証分析の結果，論文⑦と⑨およ
びこの関係を明らかにすることができた。結
果の報告は，学会報告②，③，④で明らかに
した。さらに，2015年の著書『管理会計 第
六版』において，それらの発見事項を公表し
た。 
(2) インタンジブルズの測定と管理 
レピュテーションは，インタンジブルズの
１つである。そこで，枠組みを拡げて，イン
タンジブルズの測定と管理の研究を推進し
た。具体的な課題の１つはソーシャル・メデ
ィアの論文⑤と⑥で，2 つの論文と，業績に
は掲載していないが，翻訳を完成させた。理
論的な課題は論文④と⑪で明らかにした。そ
の内容は，学会発表の②において発表した。 
(3) 日本型レピュテーション指標の開発 
日本型レピュテーション指標の開発に関

しては，本調査の前には，企業価値の日本型
モデルとして，組織価値，社会価値，経済価
値からなるものと想定していた。しかし，実
証研究の結果，日本企業では顧客価値が大き
な役割を果たしていることが明らかになっ
た。その結果，レピュテーション指標の評価
モデルを，組織価値，社会価値，顧客価値，
経済価値に修正した。このモデルは，⑦，⑨
で明らかにし，その結果を，海外において③
と④で発表した。なお，その発見事項は，前
掲著書においても明らかにした。なお，企業
価値の構成要素に関する枠組みの大変革を
実施する結果になったため，個々の指標の開
発は次の研究において行なうことにした。 
(4)  コーポレート・レピュテーションと社会
価値との関係を明らかにした。CSRのなかで
も，その１つの要素であるコーポレート・ガ
バナンスを取り上げ，理論（論文①）と実務
（論文③）の立場から考察した。 
 
３．研究の方法： 研究の方法は，３つの方
法によった。１つは，文献研究を通じての理
論的研究を行った。第２は，企業訪問を通じ
て，理論研究を補足した。第３は，プリゼン
テーションを通じて，内外の研究者と実務家
に情報を提供するとともに，参加者から研究
方法や考え方などについて，新たな知見を得
ることができた。 
(1)  理論的研究についてであるが，多方面か
らの検討と研究を行った。１つは，IFRS と
の関係で，インタンジブルズの１つであるソ
フトウェアの会計基準を論文②で発表した。
論文⑧では，経済モデルとの関係で，インタ
ンジブルズの展開を解明した。管理会計の質
という側面からは，④で取り扱った。管理会
計の体系という面からは，⑩との関係で研究
を行った。 
(2)  若手研究者との研究に関しては，計画ど
おり，授業のある毎週月曜日，午後から約 10
～14名前後で研究会を実施してきた。さらに，
若手研究者とともに実証研究を行い，学会が
用意してくれる企業訪問の多くに参加して
新たな知見を得ることができた。  
(3)  内外への情報発信は，日本国内（①と②）
と海外（③と④）に情報を発信した。 
  
４．研究成果： 研究目的の第１に関しては，
コーポレート・ガバナンス，レピュテーショ
ン・マネジメント，ソーシャル・メディア，
財務業績への影響いう面から，論文だけでな
く２回の国内の学会で発表した。第２に関し
ては，授業期間中は毎週「管理会計研究会」
で若手研究者を鍛えるとともに自身も研究
することで，発信を予定通り実施した。第３
は，科研費が未確定であった 2012 年度を除
き，2013年と 2014年に若手研究者とともに
海外で発表した。 
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